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ワールドマスターズゲームズ 2027関西 

和歌山県ボランティア配置・通知等運営業務委託事業者の公募要領 

 

 

１ 委託業務名 

 ワールドマスターズゲームズ 2027関西和歌山県ボランティア配置・通知等運営業務 

 

２ 業務の目的 

本件業務は、ワールドマスターズゲームズ 2027 関西(以下「ＷＭＧ」という。)において、和歌

山県内の各会場でボランティアがＷＭＧ成功の担い手となるよう、配置計画、通知業務等を行うと

ともに、参加者の理解促進及び活動意欲の向上を図ることを目的として実施する。 

業務にあたっては、ワールドマスターズゲームズ2021関西和歌山県実行委員会(以下「県実行委員

会」という。)と協議、調整を行いながら業務を行うものとする。 

 

３ 委託期間 

契約締結日から令和９年７月30日 

 

４ 予定価格（上限） 

６，０９８，４００円（消費税及び地方消費税の額を含む） 

 

５ 委託業務の内容 

「ワールドマスターズゲームズ 2027関西和歌山県ボランティア配置・通知等運営業務仕様書」の

とおり 

 

６ 委託業務の選定 

上記業務に係る企画提案書の提出とプレゼンテーションによるプロポーザル方式 により、県実行

委員会が別に定める「プロポーザル審査会審査委員」（以下、審査委員）により構成された会議（以

下、審査会）にて契約候補者を選定する。 

 

７ 参加の資格要件 

参加できる者は、次に掲げる全ての要件を満たす者であること。 

ア 本事業の趣旨を十分に理解の上、支障なく本業務を遂行できること。 

イ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第１項の規定に該当しない

者であること。  

ウ 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４第２項の規定により競争入

札への参加を排除されていない者であること。  

エ 和歌山県が行う競争入札に関する指名停止又は資格停止の措置を受けていない者である

こと。 

オ 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき、更生手続きの申立がなされている者、

又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立がなされている

者でないこと。  

カ 債務不履行により所有する資産に対し、仮差押命令、差押命令、保全差押又は競売手続の

開始決定がなされていないこと。  

キ 国税及び都道府県税の滞納がない者であること。  
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ク 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２項

に掲げる暴力団及びこれらの利益となる行動を行っている者でないこと。  

ケ 県実行委員会の要請に応じて、速やかに対応することが可能であり、関係事業者と緊密に

連絡調整をとれる体制を整えている者であること。 

コ 本業務の遂行にかかる関係者等との連絡、調整、打合せ等を円滑に行い得る能力を有して

いること。 

サ 参加申込書を提出した者であること。 

 

８ 手続きに関する事項 

（１）スケジュール 

公募開始                令和８年10月９日（金） 

公募要領等に関する質問受付締切     令和８年10月16日（金） 

質問への回答期日            令和８年10月21日（水）以降 

参加申込書受付締切           令和８年10月30日（金） 

企画提案書受付締切           令和８年11月６日（金） 

選定審査会               令和８年11月16日（月） 

※審査結果の通知 審査結果は審査会終了後、速やかに参加者全員に通知します。 

契約締結及び事業開始（予定）      令和８年11月下旬 

事業終了                令和９年７月30日（金） 

 

（２）公募要領等に関する質問書の受付及び回答  

ア 質問書受付期間  

令和８年10月16日（金）午後５時まで（必着） 

 イ 質問書提出方法 

質問事項がある場合は、公募要領等に関する質問書（別紙様式１）を電子メールにより「10 

問い合わせ先及び各種書類の提出先」あてに提出する。  

なお、下記に係る質問については受け付けない。  

・電話や来訪による口頭での質問  

・提案書の具体的な記載方法、記載内容及び審査基準についての質問  

※メールで提出する際は、タイトル（件名）を「ボランティア配置・通知等運営業務プロ

ポーザル質問」とすること。  

ウ 質問回答  

質問者に対し電子メールにより連絡するほか、必要に応じて県実行委員会ホームページ

（https://wmg2021wakayama.jp）上に回答を掲載する。  

 

（３）参加申込書の提出 

プロポーザルに参加する意思のある者は、以下の書類を提出すること。 

 ア 提出書類  

「参加申込書」（別紙様式２）  

イ 提出部数  

１部 

ウ 提出期限等  

提出期限：令和８年10月30日（金）午後５時まで（必着）  

提 出 先：「10 問い合わせ先及び各種書類の提出先」あて  
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提出方法：電子メール、直接持参、又は郵送すること。  

・FAXでの提出は受理しません。  

・直接持参の場合の受付時間は、土日・祝日を除く平日の午前９時から午後５時４５分ま

でとする。なお、締切日については午後５時までとする。  

・郵送の場合は、書留必着とする。  

 

（４）企画提案書の提出  

上記（３）の参加申込書を提出した者は、次のとおり企画提案書を提出すること。 

ア 提出書類  

（ア）企画提案申請書（別紙様式３）  

（イ）企画提案書（様式自由。ただし用紙の大きさは日本産業規格 A４とすること。）  

別紙仕様書を確認の上、以下の内容を企画提案書に盛り込むこと。  

①ボランティア配置計画及び配置調整の方法  

②ボランティアへの通知方法・情報管理 

③問い合わせ対応の方法・体制 

④業務実施体制 

⑤業務スケジュール 

⑥本業務を円滑に実施するための独自提案（任意） 

（ウ）見積書（様式自由）  

委託業務仕様書に基づいた事業の実施に直接必要となる経費とすること。 

あわせて、あて先は「ワールドマスターズゲームズ2021関西和歌山県実行委員会会長」

とすること。  

（エ）提案者の概要が分かるもの（会社案内等） 

（オ）誓約書（別紙様式４）  

※（カ）定款（又は寄付行為）の写し  

※（キ）法人登記事項証明書  

※（ク）印鑑登録証明書  

※（ケ）直前１事業年度の事業報告書、貸借対照表、損益計算書及び利益処分計算書又はこれ

らに類する書類  

※（コ）法人税又は所得税並びに消費税及び地方消費税について未納がない旨の証明書（提出

日において発行の日から３ヶ月以内のもの）  

※（サ）都道府県税に未納がない旨の証明書（提出日において発行の日から３ヶ月以内のもの）  

 

 

 

 

イ 提出部数 

（ア）～（エ）：６部（正本１部、副本５部）  

（オ）～（サ）：１部（正本に添付）  

ウ 提出期限等 

提出期限：令和８年11月６日（金）午後５時まで（必着） 

提 出 先：「10 問い合わせ先及び各種書類の提出先」あて 

提出方法：直接持参、又は郵送すること  

・FAX やメールでの提出は受理しません。  

※和歌山県役務の提供等の契約に係る競争入札参加資格を有する者は、「和歌山県役務の提供

等の契約に係る競争入札参加資格決定通知書」の写しを添付することで、上記「（カ）～（サ）」

の書類を省略することができる。 
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・直接持参の場合の受付時間は、土日・祝日を除く平日の午前９時から午後５時

４５分までとする。なお、締切日については午後５時までとする。  

・郵送の場合は、書留必着とする。 

エ 留意事項  

（ア）上記ア「企画提案書」の内容については、契約候補者を選定するためのものであり、 提

案書どおりに実施するものではなく、県実行委員会との協議により、実施内容を決定する。  

（イ）上記ア「見積書」内の経費等の金額については、市場価格等を十分精査し、適正な価格

となるよう調整することがある。  

（ウ）審査会において、企画提案書等を使用してプレゼンテーションを実施すること。 

 

（５）企画提案に際しての注意事項 

ア 失格又は無効 

以下のいずれかの事項に該当する場合は、失格又は無効となる。  

・提出期限を過ぎて提出書類が提出された場合  

・提出書類に虚偽の内容を記載した場合  

・審査の公平性に影響を与える行為があった場合  

・公募要領に違反すると認められる場合  

・その他担当者があらかじめ指示した事項に違反したとき  

イ 著作権・特許権等に係る責任 

提出書類の内容に含まれる著作権、特許権、実用新案権、意匠権、商標権その他日本国の

法令に基づいて保護される第三者の権利の対象となっている事業手法、維持管理手法等を用

いた結果生じた事象に係る責任は、全て提案者が負う。  

ウ 複数提案の禁止  

提案（内容等）は１種類のみとし、複数の企画提案書の提出はできないものとする。 

エ 返却等  

提出書類は、理由の如何を問わず返却しない。また、差し替え及び再提出は認めない。 

オ 費用負担  

企画提案書の作成、提出、審査会への出席など企画提案に要する経費等は、すべて提案者

の負担とする。 

カ その他  

提案者は企画提案書の提出をもって公募要領等の記載内容に同意したものとする。 

提出された企画提案書等は、条例に基づく情報公開請求の対象となる。 

 

９ 審査に係る事項  

（１）審査方法 

審査は、審査会にて行う。  

なお、契約候補者の選定にあたっては、審査項目に基づき、提案者によるプレゼンテーショ

ンの内容を審査し、競争性・透明性の確保に十分に配慮しながら、企画提案の内容、事業の実

施能力等を審査、採点し、審議のうえ契約候補者を選定する。  

 

（２）審査員 

この公募型プロポーザルにおける審査会の審査員は３名とする。 

 

（３）審査会  
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ア 開催日時・場所  

令和８年11月16日（月）  

和歌山県庁東別館６階６－A会議室（和歌山市小松原通一丁目１番地） 

（時間については提案者に別途通知します） 

イ 企画提案の所要時間  

各参加者30分程度（プレゼンテーション20分・質疑10分）とする。 

ウ 注意事項  

・プレゼンテーションの順番は原則として企画提案書の受付順とする。 

・プレゼンテーション参加人数は、１提案者当たり３名までとする。 

・提案者は他の提案者のプレゼンテーションを傍聴することはできない。 

・指定の時間に遅れた場合には、審査対象とはしない。 

 

（４）審査項目及び審査内容 

提案のあった事業内容について、別添審査基準に基づき審査、採点を行い、各審査委員の合

計得点の総和が最高得点となった提案者を契約候補者として選定する。ただし、最高点の者が

複数者いる場合は、審査委員による合議により、再度採点協議を行うものとし、引き続き最高

点の者が複数者いる場合は、提案金額の最も安価な者を最優秀提案者とする。提案者が１者の

場合においても、審査会における評価の結果、各審査委員の評価点の合計が満点の６割以上に

達している場合、当該提案者を契約候補者に選定する。また、審査結果は、選定後、速やかに

参加者に書面で通知する。 

なお、審査会において必要と認める審査項目を追加する場合がある。 

 

（５）契約の締結  

ア 契約候補者と県実行委員会が協議し、委託業務に係る仕様を確定させた上で、契約を締結

する。仕様書の内容は、提案された内容が基本となるが、契約候補者と県実行委員会との協

議により最終的に決定する。 

イ 契約候補者が正当な理由なく契約を締結しないとき、又は協議が整わなかったときは、そ

の選定を取り消すとともに、審査会で次点となった者と契約内容についての協議を行った上

で、契約を締結するものとする。 

 

（６）留意事項 

ア 委託先として選定した事業者を県実行委員会のホームページで公表する。 

イ 受託者は、本業務の全部を第三者に再委託してはならない。ただし、書面により県実行委

員会の承諾を得た場合は、この限りでない。 

ウ 本委託業務の成果物の著作権については、すべて県実行委員会に帰属するものとする（著

作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）。著作者人格権についてはこれを行使しな

いものとする。また、県実行委員会から提供するデータ以外の著作権の使用は、受託者が著

作権者の許諾を得ること。なお、これに係る費用は受託者の負担とする。 

 

10 問い合わせ先及び各種書類の提出先 

和歌山県 企画部 企画政策局 スポーツ課  

ワールドマスターズゲームズ推進室内 

ワールドマスターズゲームズ 2021 関西和歌山県実行委員会事務局 花田 

（〒640-8585 和歌山市小松原通一丁目１番地 県庁本館４階）  
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TEL：073-441-3713 FAX：073-423-1660  

E-mail：hanada_s0005@pref.wakayama.lg.jp 
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別添《審査基準》 

 

 

１ 審査の流れ 

（１）要件審査 

書類の不備、提案条件等未達成の場合は失格とする 

（２）審査 

要件審査を通過した応募書類をもとに、「２ 審査項目及び配点」に基づき、審査員が提案内容

について審査を行う 

 

【採点基準】        １０点満点    １５点満点    ２０点満点   

Ａ（十分満足できる）    １０点      １５点      ２０点     

Ｂ（満足できる）       ８点      １２点      １６点     

Ｃ（普通）          ６点       ９点      １２点     

Ｄ（劣る）          ４点       ６点       ８点     

Ｅ（かなり劣る）       ２点       ３点       ４点     

Ｆ（不足である）       ０点       ０点       ０点     

 

２ 審査項目及び配点 

審査基準は次のとおりとする 

 

◆ 技術点（90点満点） 

（１）業務理解、業務実績【15点満点】 

・当該業務の目的及び内容を理解した提案となっているか。また、類似業務実績、リスク管

理体制が十分であるか。 

（２）ボランティア配置計画・配置調整【20点満点】 

・業務内容等を踏まえた適切かつ効率的な計画となっており、円滑な運営が可能な実現性の

高い提案となっているか。 

（３）ボランティア管理業務【20点満点】 

・ボランティアへの通知、参加者情報管理等について、正確かつ確実な実施方法が提案され

ているか。 

（４）問い合わせ対応【20点満点】 

   ・問い合わせに対し、迅速かつ適切に対応するための体制及び方法が提案されているか。 

（５）業務実施体制・スケジュール【15点満点】 

   ・本業務の内容及び業務量を踏まえ、統括責任者及び各業務担当者の役割分担が明確であり、

円滑かつ確実に業務を遂行できる体制となっているか。 

◆ 価格点（10点満点） 

・価格点＝満点(10点)×提案価格のうち最低価格／自社の提案価格 

※小数点第 1 位を四捨五入する 

 


